
前
回
に
引
き
続
き
東
京
大
学
史
料
編
蟇
所
所
蔵
の
「
官
医
家
譜
』
（
請

求
番
号
二
○
六
五
’
六
）
よ
り
、
今
回
は
江
戸
幕
府
鍼
科
医
員
登
用
以
前

の
経
歴
が
多
彩
な
四
家
の
系
譜
を
紹
介
す
る
。

翻
刻
に
際
し
て
、
常
別
漢
字
に
直
し
た
が
、
次
に
掲
げ
た
変
体
仮
名

は
そ
の
ま
ま
に
し
た
。

江
ｌ
へ
、
而
’
て
、
者
ｌ
は
、
茂
ｌ
も
、
与
ｌ
と
、
方
ｌ
よ
り

け
つ
じ

ま
た
、
史
料
中
に
尊
敬
の
意
味
を
も
っ
た
マ
ス
明
け
（
閾
字
）
、
文
章

へ
い
し
ゆ
っ

た
い
と
う

の
途
中
か
ら
文
頭
に
改
行
す
る
平
出
や
他
の
行
頭
よ
り
飛
び
出
る
捷
頭

は
マ
ス
明
け
し
て
そ
の
行
間
に
（
）
し
て
注
を
付
し
た
。

文
中
の
（
）
は
筆
者
が
「
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
（
全
二
十
二
冊
、

続
群
害
類
従
完
成
会
。
以
後
「
諸
家
譜
」
と
略
す
）
・
「
徳
川
諸
家
系
譜
」
（
第

一
、
続
群
言
類
従
完
成
会
、
一
九
八
二
年
）
等
で
補
足
し
た
の
で
、
系
譜
以

外
の
事
跡
は
拙
槁
「
江
戸
幕
府
に
お
け
る
鍼
科
と
盲
人
の
鍼
科
登
用
に

関
す
る
研
究
」
（
長
尾
榮
一
教
授
退
官
記
念
論
文
柴
『
鍼
灸
按
摩
史
論
考
」
、

一
～
一
四
六
頁
、
桜
雲
会
、
一
九
九
四
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

最
初
に
紹
介
す
る
「
上
田
家
系
譜
」
は
、
「
官
医
家
譜
」
十
に
所
収
さ

れ
て
お
り
、
「
諸
家
譜
」
第
二
十
（
三
七
一
頁
）
と
比
べ
る
と
母
・
妻
・

兄
弟
姉
妹
・
法
名
等
の
記
載
は
な
い
が
、
次
の
二
点
が
詳
し
い
。

江
戸
幕
府
の
医
療
制
度
に
関
す
る
史
料
（
七
）

ｌ
鍼
科
医
員
上
田
・
吉
田
・
山
本
・
出
山
家

『
Ｗ
医
家
緋
」
Ｉ

香
取
俊
光

（
１
１
』

上
田
家
初
代
の
施
針
庵
東
暦
は
、
京
都
妙
心
寺
の
禅
僧
か
ら
鍼
医
と

い
う
変
わ
っ
た
出
自
で
幕
府
に
登
用
さ
れ
、
子
孫
も
幕
末
ま
で
鍼
科
医

員
を
勤
め
た
。家

紋
牙
勤
轤
十
文
字

高
弐
百
俵
弐
拾
人
扶
持

京
都
儒
医
上
田
元
亮
某
惣
領

施
針
庵
東
暦

始
京
都
妙
心
寺
出
家

衣
の
下
に
宮
袴
・
帯
劒
を
許
さ
れ
寄
合
に
列
す
）

綱 寺
社
奉
行
支
配
一

元
禄
十
六
年
一

数
年
針
術
を

を
勤
御
成
之
供
奉
一

毛
江
渡
御
之
時
加
秩
弐
百
俵
被
下
庵
号
を
被
免
寄
合

（
ケ
ッ
ジ
）

吉
生
母
）
鶴
姫
君
（
徳
川
綱
吉
女
、
紀
伊
細
教
室
）
之
御
用

勤
御
成
之
供
奉
一
茂
徒
行
（
宝
永
二
年
十
一
月
九
日
請
う
旨
に
よ
り
法

の
下
に
宮
袴
・
帯
劒
を
許
さ
れ
寄
合
に
列
す
）
宝
永
五
年
松
平
壱
岐
守

江
渡
御
之
痔
加
秩
弐
百
俵
被
下
庵
号
を
被
免
寄
合
正
徳
元
年
八
月

某
ｌ
京
都
妙
心
寺
出
家
一
一
而
（
の
ち
鍼
治
の
医
を
学
び
）
江
府
（
江
戸
）
二
出

（
ケ
ッ
ジ
）

年
針
術
を
施
せ
し
を
常
憲
院
殿
（
徳
川
綱
吉
）
間
召
及
ば
れ

禄
十
六
年
六
月
十
八
日
被
召
出
弐
拾
人
扶
持
（
月
俸
二
十
口
）
被
下

（
タ
ィ
ト
ウ
）

社
奉
行
支
配
二
伽

桂
昌
院
殿
（
玉
、
本
庄
氏
、
徳
川
家
光
側
室
、

附
属
し
た
方
々
の
名
前

上
田
家
の
出
自
が
京
都
に
お
い
て
儒
医
で
あ
っ
た
。

橘
姓

常
憲
院
殿
（
徳
川
綱
吉
）
御
代

上
田
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初

東
暦
勝
五
郎
（
母
有
証
養
女
）

（
さ
だ
よ
し
）

ｌ
貞
休

元
文
元
年
十
一
月
二
日
家
督
小
普
請
（
時
に
十
一
才
）
宝
暦
十
一
年
正

月
十
二
日
死
二
十
五
（
三
十
二
）
歳
（
法
名
道
固
）
同
寺
二
葬

Ｉ
（
某
）

Ｉ
（
某
）

Ｉ
（
女
子
）

壁
ご
惑
坐
少
』
Ｌ
ご

ｌ
（
貞
刻
）

『

も
§
し
東
学
（
母
正
広
女
）

ｌ
木
子

（
ゾ
リ
〃
キ
）

元
文
元
年
十
二
月
「
Ⅲ
不
知
」
（
二
十
九
Ⅱ
）
家
督
小
普
請
同
五
年
八

月
十
一
日
死
四
十
三
歳
（
法
名
了
心
）
同
寺
二
葬
（
妻
石
丸
猪
右
衛
門
有

証
養
女
）

ｌ
（
勝
昌
）

十
九
日
死
（
法
名
東
暦
）
牛
込
松
源
寺
二
葬

正
徳
元
年
十
月
（
二
十
七
Ⅱ
）
家
督
小
普
請
元
文
元
年
十
一
月
七
日
死

（
七
十
一
才
、
法
名
崇
之
）
同
寺
二
葬
（
妻
石
丸
与
五
左
衛
門
正
広
女
）

元t

休f

実
上
田
元
亮
二
男

隆
堅

後
東
暦

（
兄
の
養
子
）

’

次
に
紹
介
す
る
『
吉
田
家
系
譜
」
は
、
「
官
医
家
譜
」
六
に
所
収
さ
れ

て
お
り
、
「
諸
家
譜
」
第
二
十
二
（
一
○
八
～
九
頁
）
に
比
べ
る
と
、
母
．

妻
・
兄
弟
姉
妹
・
法
名
等
の
記
事
は
見
え
な
い
が
、
若
干
経
歴
に
詳
し

い
部
分
が
あ
る
。
特
に
初
代
兼
則
に
つ
い
て
『
諸
家
譜
」
は
ほ
と
ん
ど

記
事
が
な
い
し
葬
地
も
不
明
だ
が
、
『
官
医
家
譜
」
に
よ
っ
て
葬
地
が
子

孫
と
同
じ
本
所
延
命
寺
で
あ
り
、
そ
し
て
細
か
い
経
歴
が
判
明
す
る
。

｜
実
木
子
四
男

一一
初
寅
之
助
（
母
有
証
養
女
）

東
暦

一
言
だ
と
き
）

Ｆ
１
貞
刻

宝
暦
十
一
年
四
月
三
川
養
子
家
督
小
普
請
天
明
五
年
四
月
八
ｕ
死
四

十
六
歳
（
法
名
智
伝
）
同
寺
二
葬
（
妻
石
河
勘
之
承
勝
禺
女
）

Ｉ
（
女
子
）

Ｉ
（
某
）

Ｉ
（
女
子
）

東
暦
初
松
助
（
母
勝
円
叫
女
）

（
・
さ
だ
ゆ
き
）

ｌ
貞
之

天
明
五
年
七
月
廿
七
（
四
）
日
家
督
小
普
請
（
十
八
才
、
妻
喜
多
村
安

貞
直
方
女
）

Ｉ
（
女
子
）

Ｉ
（
女
子
）
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吉
田
家
は
、
初
代
兼
則
が
町
医
よ
り
召
し
出
さ
れ
、
桜
田
の
館
の
徳

川
綱
重
・
家
宣
に
仕
え
、
二
代
目
不
先
が
家
宣
の
将
軍
就
任
に
際
し
て

幕
府
に
登
用
さ
れ
、
子
孫
も
幕
末
ま
で
鍼
科
医
員
を
勤
め
た
。

吉
田
秀
庵
（
母
某
氏
女
）

（
ふ
せ
ん
）

ｌ
不
先

天
和
三
年
十
二
月
十
五
日
於
桜
田
御
殿
家
督
貞
享
二
年
二
月
桜
田
御

殿
医
師
同
二
年
正
月
よ
り
表
御
番
同
月
十
日
（
徳
川
綱
吉
に
）
初
見
元

禄
十
四
年
四
月
十
二
日
御
番
御
免
寄
合
宝
永
元
年
十
二
月
五
日

（
タ
イ
ト
ウ
）

文
昭
院
殿
西
丸
へ
入
ら
せ
給
ひ
し
後
同
十
七
日
若
年
寄
支
配

（
ケ
ヅ
ジ
）

（
月
俸
二
十
口
、
寄
合
医
）
享
保
五
年
五
月
十
三
日
天
英
院
殿

先
祖
不
詳

兼
則

（
鍼
治
の
医
を
業
と
し
）
寛
文
十
年
九
月
廿
一
日
桜
田
御
殿
へ
被
召
出

（
ヘ
イ
シ
ュ
ツ
）

同
廿
三
日
清
揚
院
殿
（
徳
川
綱
重
、
家
光
子
、
家
宣
父
）
へ
拝

（
ケ
ッ
ジ
）

謁
し
文
昭
院
殿
（
徳
川
家
宣
）
御
部
屋
之
方
（
お
喜
世
の
方
、
勝

田
著
邑
女
、
月
光
院
殿
徳
川
家
継
母
）
へ
附
ら
れ
奥
医
師
同
十
一
年
十

月
廿
六
日
月
俸
を
給
廿
人
扶
持
天
和
三
年
死
本
所
中
郷
延
命
寺
に
葬

（
か
ね
の

藤
原
姓

吉
田
家
紋
丸
之
内
三
ッ
柏

高
弐
拾
人
扶
持

吉
田
秀
清

（
ケ
ッ
ジ
）

（
照
姫
、
近
衛
基
熈
女
、
徳
川
家
宣
側
室
）
御
附
ま
た
竹
姫
君
（
清

閑
寺
熈
定
女
、
浄
岸
院
殿
、
徳
川
綱
吉
養
女
、
島
津
継
豐
室
）
附
之
女
房

（
タ
ィ
ト
ウ
）

等
之
治
療
之
事
を
奉
ら
る
同
年
六
月
十
四
日
蓮
浄
院
殿
（
お

す
め
の
方
、
園
池
公
屋
女
、
櫛
笥
隆
賀
養
女
、
徳
川
家
宣
側
室
）
御
広
敷

（
タ
イ
ト
ウ
）

廻
り
同
八
月
十
七
日
法
心
院
殿
（
お
こ
ん
の
方
、
太
田
政
資
姉
、

（
タ
ィ
ト
ウ
）

徳
川
家
宣
側
室
）
御
広
敷
廻
り
同
月
廿
七
日
寿
光
院
殿
（
大
典

侍
局
、
清
閑
寺
熈
房
女
、
徳
川
綱
吉
側
室
）
御
広
敷
廻
り
同
年
十
二
月
廿

（
タ
↑
ト
ウ
）

五
日
官
料
百
俵
享
保
六
年
四
月
廿
六
日
浄
岸
院
殿
診
脈
同
年

（
ケ
ヅ
ジ
）

（
ケ
ッ
ジ
）

七
月
廿
日
天
英
院
殿
診
脈
同
年
十
一
月
十
九
日
月
光
院

殿
診
脈
同
七
年
十
一
月
七
Ⅲ
西
丸
宿
直
を
命
ぜ
ら
れ
同
十
七
月
六
日

免
る
さ
る
享
保
廿
年
十
月
十
三
日
老
て
致
仕
す
褒
金
二
枚
を
給
元
文

元
年
六
月
四
日
死
七
十
一
歳
（
法
名
秀
恭
）
同
寺
一
葬
（
妻
横
山
氏
養
女
）

み
つ
ひ
ろ

’
（
光
覚
）

と
も
よ
し

Ｉ
（
知
芳
）

吉
田
秀
和
仁
庵
（
母
横
山
氏
養
女
）

（
つ
れ
の
り
）

ｌ
常
備

享
保
八
年
二
月
九
日
（
徳
川
吉
宗
に
）
初
見
同
廿
年
十
月
十
三
日
家
督

（
ケ
ヅ
ジ
）

同
日
天
英
院
殿
御
附
官
料
父
之
こ
と
く
給
は
る
元
文
元
年
六

（
タ
ィ
ト
ウ
）

（
タ
イ
ト
ウ
）

月
浄
岸
院
殿
御
広
敷
廻
り
同
三
年
七
月
晦
口
蓮
浄
院

（
タ
イ
ト
ウ
）

殿
御
広
敷
廻
り
同
五
年
九
月
廿
一
日
法
心
院
殿
之
診
脈
及
ひ

御
広
敷
廻
り
寛
宝
（
寛
保
）
元
年
四
月
十
九
日
（
天
英
院
殿
蕊
御
に
つ

き
）
寄
合
医
師
延
享
四
年
三
月
十
二
日
奥
御
用
同
十
五
日
（
徳
川
家

重
）
御
脈
を
診
す
へ
く
と
命
せ
ら
れ
宿
直
し
料
百
俵
を
給
ふ
同
月
十
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｜
吉
田
二
言
蔵

ｒ
↑
藏
感
）

高
二
十
人
扶
持

（
天
明
四
年
十
月
六
日
家
督
七
才
）

次
に
紹
介
す
る
「
山
本
家
系
譜
」
は
『
宮
医
家
譜
」
十
一
に
所
収
さ

れ
て
お
り
、
『
諸
家
譜
」
第
二
十
一
（
三
四
三
～
四
頁
）
の
方
が
、
母
。

吉
田
秀
庵
元
東
（
母
某
氏
女
）

（
つ
れ
と
も
）

常
知

延
享
元
年
九
月
十
八
日
（
徳
川
吉
宗
に
）
初
見
宝
暦
十
一
年
御
広
敷
廻

（
片
ノ
抑
ノ
ゲ
ロ
ン
）

り
同
十
二
年
閨
四
月
六
日
蓮
浄
院
殿
診
脈
及
ひ
同
し
方
之
女

房
の
薬
事
を
奉
る
明
和
元
年
十
一
月
十
六
日
家
督
（
小
普
請
）
同
年
閨

（
ケ
シ
。
シ
）

十
二
月
十
一
日
寄
合
明
和
二
年
三
月
十
一
日
法
心
院
殿

（
タ
イ
ト
ウ
）

浄
岸
院
殿
診
脈
天
明
四
年
七
月
十
二
日
死
五
十
三
（
八
）
歳

（
法
名
秀
捲
）
同
寺
二
葬
（
妻
某
氏
女
）

ｌ
（
女
子
）

（
ケ
ッ
ジ
）

八
日
御
広
敷
廻
り
宝
暦
元
年
十
二
月
廿
六
日
蓮
浄
院
殿
診
脈

（
ケ
ッ
ジ
）

同
三
年
七
月
廿
三
日
浄
岸
院
殿
診
脈
同
十
年
五
月
十
三
日
二

丸
（
安
祥
院
殿
、
左
京
肘
、
三
浦
義
間
女
、
徳
川
家
重
側
室
、
清
水
重
好
生

母
）
勤
同
十
一
年
八
月
（
徳
川
家
重
莞
御
に
つ
き
）
一
統
寄
合
明
和
元

年
十
一
月
十
六
日
致
仕
同
二
年
九
月
十
二
日
死
六
十
三
（
五
）
歳
（
法

名
秀
和
）
同
寺
二
葬
（
妻
某
氏
女
）

つ
れ
ま
さ

Ｉ
（
常
正
）

後
秀
和
（
母
某
氏
女
）

道
照

（
う
じ
た
か
）

氏
誉

（
ケ
ッ
ジ
）

慶
安
三
年
十
月
朔
日
御
側
御
鍼
医
師
延
宝
五
年
二
月
東
福
門

院
（
徳
川
秀
忠
女
和
子
）
御
違
例
一
付
京
都
江
被
遣
奉
窺
御
容
体
御
鍼
治

奉
差
上
御
全
快
二
付
同
年
七
月
廿
五
日
於
京
都
直
叙
之
法
眼
被
仰

（
ケ
ツ
ジ
）

付
御
細
工
之
御
香
箱
其
外
品
々
拝
領
常
憲
院
殿
（
徳
川
綱
吉
）

御
代
年
号
不
相
知
大
奥
女
中
療
治
被
仰
付
天
和
三
年
六
月
五
Ⅲ
死

七
十
五
歳
（
法
名
道
照
）
三
田
寺
町
正
学
院
江
葬
（
妻
加
茂
神
職
芝
式
部

渭
雄
女
）

丁
（
某
）

藤
原
姓

大
猷
院
殿
（
徳
川
家
光
）
御
代

山
本
家
紋
梶
之
葉
五
七
桐

高
弐
百
俵
拾
人
扶
持

上
賀
茂
神
職
山
本
民
部
尉
惣
領
（
加
藤
氏
後
藤
原
氏
に
改
む
）

友
仙
法
眼
民
部
之
丞

（
み
ち
一
Ｌ
る
）

妻
・
兄
弟
姉
妹
・
法
名
・
系
譜
等
の
詳
し
い
記
事
が
あ
る
。

（
３
）

山
本
家
は
、
初
代
道
照
が
上
賀
茂
神
職
か
ら
の
登
用
と
い
う
変
わ
っ

み
ち
ｊ
あ
き
ら

た
出
自
で
、
子
孫
は
五
代
目
道
皓
の
時
に
甲
府
勤
番
医
と
な
り
甲
府
に

移
り
住
み
、
幕
末
ま
で
同
地
に
て
医
員
を
勤
め
た
。

友
仙
（
母
某
氏
女
）
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ｒ
道
栄

延
宝
五
年
二
月
廿
一
日
（
徳
川
家
綱
に
）
初
見
（
十
六
才
）
天
和
三
年

（
七
月
晦
Ⅱ
）
家
督
貞
享
元
年
八
月
二
十
六
Ⅱ
）
大
奥
三
之
丸
女
中
療

治
被
仰
付
元
禄
六
（
二
）
年
六
月
五
口
御
側
御
鍼
医
被
仰
付
同
十
二
年

四
月
廿
七
日
死
三
十
八
歳
（
法
名
一
崇
）
同
寺
二
葬
（
妻
平
田
道
有
某
女
）

友
仙
（
母
道
有
某
女
）

（
み
ち
か
た
）

ｌ
道
賢

元
禄
十
二
年
七
月
九
日
家
督
小
普
請
（
十
才
）
正
徳
五
年
四
月
廿
一
日

死
二
十
六
歳
（
法
名
一
空
）
同
寺
二
葬

一
ｌ
（
女
子
）

松
平
阿
波
守
家
来
医
師

実
秋
岡
見
節
某
次
男

友
仙
仙
庵
（
母
某
氏
女
）

（
み
ち
あ
き
。
ご

Ｉ
道
皓

正
徳
五
年
六
月
廿
六
日
養
子
家
督
小
普
請
（
同
十
二
月
十
五
日
徳
川
家

継
に
初
見
）
享
保
九
年
八
月
十
三
日
甲
府
勤
番
医
師
（
こ
れ
よ
り
甲
府

に
移
り
住
む
）
同
九
年
廿
八
Ⅲ
御
暇
宝
暦
七
年
八
（
九
）
月
廿
六
日
死

六
拾
五
歳
（
法
名
秀
徹
）
甲
府
（
東
光
寺
村
）
能
成
寺
二
葬
（
妻
道
賢
養

女
）

ｌ
（
女
子
）

実
太
田
亮
正
（
新
十
郎
）
林
寛
五
男

仙
庵
十
之
丞
俗
名
新
十
郎
（
母
某
氏

士
竺
Ｊ
Ｉ

妄
）
ｒ
（
建
幟
〉

宝
暦
七
年
九
月
十
二
日
養
子
同
年
十
二
月
三
日
家
督
甲
府
勤
番
医
師

（
二
十
二
才
）
明
和
元
年
七
月
朔
日
参
上
（
徳
川
家
治
に
）
御
目
見
寛

政
八
年
十
二
月
三
（
三
十
）
日
家
業
不
出
精
二
付
差
控
同
九
年
正
月
六

日
御
免
（
妻
藤
沢
弥
七
郎
次
保
女
、
後
妻
布
施
惣
左
衛
門
正
重
女
）

（
友
仙
式
部
母
次
保
女
）

（
み
ち
し
げ
）

ｌ
道
重
（
妻
大
橋
左
兵
衛
茂
休
女
）

ｌ
（
女
子
）

ｌ
（
女
子
）

ひ
ろ
の
ぷ

ｌ
（
広
信
）

ｌ
（
女
子
）

ｌ
（
女
子
）

み
ち
や
す

’
（
道
保
）

ｌ
（
女
子
）

最
後
に
紹
介
す
る
「
畠
山
家
系
譜
」
は
、
「
官
医
家
譜
」
三
に
所
収
さ

れ
て
お
り
、
他
に
紹
介
し
た
「
官
医
家
譜
」
や
『
諸
家
譜
」
第
二
十
（
二

ｌ
（
女
子
）

（
式
部
母
茂
休
女
）

（
み
ち
も
り
）

ｌ
（
道
盛
）

ｌ
（
女
子
）
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平
姓
畠
山
（
家
紋
鶴
丸
丸
に
二
引
）

平
姓
上
総
介
良
兼
後
胤
秩
父
将
垣
五
代
秩
父
太
郎
重
弘
苗
胤
師
岡
衛
門

尉
重
経
朝
家
降
誕
之
時
為
鳴
弦
其
先
師
岡
八
郎
常
綱
儀
鎌
倉
公
方
持
氏

二
仕
永
享
年
中
持
氏
鎌
倉
没
落
之
時
八
郎
常
綱
儀
美
濃
江
引
退
申
候
右

以
来
師
岡
五
郎
左
衛
門
迄
数
代
濃
州
二
蟄
居
仕
罷
在
候
師
岡
源
兵
衛
常

安
後
年
土
岐
家
江
器
食
仕
罷
在
候
依
之
師
岡
父
子
土
岐
大
膳
亮
二
相
属

常
州
江
戸
崎
在
城
仕
候
且
江
戸
崎
而
大
野
師
岡
佐
野
増
尾
与
申
候
四
人

之
内
二
御
座
候
右
師
岡
源
兵
衛
常
安
次
男
畠
山
権
左
衛
門
常
久
常
州
（
常

陸
国
）
信
太
二
住
居
仕
罷
在
候
其
後
江
戸
虹
出
府
仕
処
士
二
川
罷
在
候
且
師

岡
折
秩
父
家
之
庶
流
与
申
儀
而
権
左
衛
門
常
久
以
来
畠
山
ヲ
以
照
合
而
候

ム
ロ

常
久
惣
領
畠
山
玉
隆

吻
辰
之
助

（
つ
れ
の
ぶ
）

六
七
～
八
頁
）
と
比
べ
て
も
、
家
伝
や
経
歴
の
記
載
が
詳
し
い
。

（
↓
）

た
だ
た
か
た
だ
み

畠
山
家
は
、
初
代
常
信
が
酒
井
忠
挙
・
忠
相
今
諸
家
譜
」
第
二
、
八
～
一

○
頁
）
に
仕
え
、
藩
医
か
ら
幕
府
に
登
用
さ
れ
、
子
孫
も
幕
末
ま
で
鍼
科

医
員
を
勤
め
た
。

医
業
仕
罷
在
正
徳
年
中
酒
井
勘
解
由
（

常
ｰ
呵＝＝

1口

母
不
知

松
平
豊
後
守
家
来

妻
高
橋
宇
太
夫
某
女
ｆ
え
た
力

ｆ
ｆ
竜
免

忠
挙
）
以
来
同
雅
楽
頭
（
忠
相
）

初

畠
山
隆
川
菫
三
郎

（
つ
れ
お
さ
）

ｌ
常
赴
母
高
橋
宇
太
夫
某
女

松
平
大
学
頭
医
師

妻
明
石
通
本
直
道
女

（
ケ
ツ
ジ
）

元
文
二
年
四
月
二
日
家
督
小
普
請
同
三
年
十
二
月
四
日
天
英

院
様
（
照
姫
、
近
衛
基
熈
女
、
徳
川
家
宣
側
室
）
御
附
御
番
料
百
俵
御
逝

（
タ
イ
ト
ウ
）

去
二
付
御
寛
保
元
年
四
月
十
九
日
同
三
年
蓮
浄
院
殿
（
お
す
め

の
方
、
園
池
公
屋
女
、
櫛
笥
隆
賀
養
女
、
徳
川
家
宣
側
室
）
御
病
用
之
節

（
ケ
ッ
ジ
）

罷
越
候
様
被
仰
付
浜
御
殿
罷
出
蓮
浄
院
殿
御
鍼
被
仰
付
数

度
御
鍼
差
上
同
年
閨
十
二
月
朔
日
右
衛
門
督
殿
御
出
入
天
明
六
年
六

医
師
宝
永
年
中
御
目
見
願
享
保
十
九
年
四
月
廿
八
日
（
徳
川
吉
宗
に
）

（
ケ
ッ
ジ
）

御
目
見
元
文
元
年
五
月
一
八
口
西
丸
江
被
召
惇
信
院
様
（
徳
川

家
重
）
窺
被
仰
付
御
鍼
指
上
以
来
数
度
御
用
同
年
十
月
四
日
御
切
米

（
タ
ィ
ト
ウ
）

百
俵
五
人
扶
持
（
召
出
、
医
師
）
翌
五
日
惇
信
院
様
（
西
城
）

御
附
同
二
年
正
月
十
六
日
病
死
七
十
二
（
六
十
）
才
（
法
名
祐
山
）
四

シ
谷
笹
寺
長
善
寺
江
葬
右
玉
隆
先
祖
方
持
伝
候
伯
耆
守
安
綱
之

（
ケ
ヅ
ジ
）

刀
所
持
仕
段
達
上
聞
内
々
二
川
笹
本
靱
負
ヲ
奉
怖
上
覧
候
尤
此

段
申
伝
二
而
候
年
号
月
日
不
知
右
刀
ハ
今
二
所
持

ｌ
（
女
子
）

ｌ
（
某
）

ｌ
（
某
）
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｜
月
廿
五
日
死
七
十
二
（
法
名
隆
川
）

－
（
女
子
）

あ
り
ゆ
き

ｌ
（
有
性
）

（
つ
れ
の
り
の
）

ｌ
常
則
畠
山
郷
八

一
シ
橋
（
刑
部
卿
宗
尹
）
御
殿
天
番
召
出
さ
る

小
十
人
吉
田
次
郎
助
正
武
妻

ｌ
女
子
二
人

松
平
（
前
田
）
加
賀
守
家
来

大
音
主
馬
某
妻

畠
山
大
十
郎

（
つ
れ
よ
し
）

ｌ
常
栄
早
世

ｌ
（
女
子
）

ｌ
（
女
子
幡
野
市
十
郎
春
光
妻
）

畠
山
玉
隆

（
つ
れ
く
に
）

ｌ
常
邦
高
百
俵
五
人
扶
持

（
天
明
六
年
九
月
Ⅲ
ｕ
家
督
十
九
才
）

母
明
石
通
本
直
道
女

葬
地
同
寺

参
考
文
献
・
注

（
１
）
上
田
東
暦
に
つ
い
て
は
、
小
川
春
興
『
本
朝
鍼
灸
医
人
伝
」
（
七
三

頁
、
半
田
屋
、
一
九
三
三
年
）
で
紹
介
し
て
あ
る
。

（
２
）
吉
田
家
に
つ
い
て
は
、
小
川
前
掲
書
で
不
先
（
四
八
頁
）
を
、
『
官

医
家
譜
」
を
使
い
常
備
（
四
九
～
五
○
頁
）
・
常
知
（
五
○
頁
）
を

触
れ
て
い
る
。

（
３
）
山
本
家
に
つ
い
て
は
、
小
川
前
掲
害
で
道
照
（
兀
九
～
六
○
頁
）
・

道
栄
（
六
○
頁
）
・
道
賢
（
六
○
頁
）
に
触
れ
て
い
る
。

（
４
）
小
川
前
掲
害
で
は
、
「
官
医
家
譜
」
を
使
い
畠
山
常
信
（
五
六
頁
）
・

常
赴
（
五
九
頁
）
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
群
馬
県
立
盲
学
校
教
諭
）
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